
 

別紙標準様式（第７条関係 

会 議 録 

会議の名称 
令和５年度 枚方市社会福祉審議会 

第１回地域福祉専門分科会 

開催日時 
令和５年８月３０日（水） １４時００分から 

             １６時０５分まで 

開催場所 枚方市役所別館４階 第２委員会室 

出席者 

井手祐子委員、鵜浦直子委員、阪本徹委員、末岡妙子委員、 

所めぐみ委員、宮川和香子委員、福間眞智子委員、 

若槻美可委員 

欠席者 亀井信順委員 

案 件 名 

１．会長・職務代理者の選出について 

２．枚方市地域福祉計画（第４期）令和４年度実績と今後の取

組について 

３．枚方市地域福祉計画（第５期）の策定に向けたスケジュー

ル（案）について 

提出された資料等の 

名称 

＜会議資料＞ 

資料１ 枚方市地域福祉計画（第４期） 令和４年度の主な実

績と今後の取組について【まとめ】 

資料２ 枚方市地域福祉計画（第５期）の策定に向けてのスケ

ジュール（案） 

 

＜参考資料＞ 

参考資料１ 枚方市社会福祉審議会の傍聴に関する取扱要領 

参考資料２ 枚方市地域福祉計画（第４期）令和４年度の実績と 

    今後の取組 

参考資料３ 枚方市社会福祉審議会地域福祉専門分科会委員・臨時 

    委員名簿 

決定事項 報告のみ 

会議の公開、非公開の別 

及び非公開の理由 
公開 

 



会議録等の公表、非公表

の別及び非公表の理由 
公表 

傍聴者の数 ２人 

所管部署 

（事務局） 
健康福祉部 健康福祉政策課 

審  議  内  容 

発言者 発言の要旨 

事務局 定刻になりましたので、始めさせていただきます。 

本市では、社会福祉法第７条の規定によりまして、社会福祉に関す

る事項を調査審議するための審議会といたしまして「枚方市社会福祉

審議会」を設置しており、さらに「枚方市社会福祉審議会」に「地域

福祉専門分科会」を設置し、地域福祉に関する事項をご審議いただく

こととなっております。 

本日は、令和５年度における１回目であり、委員改選後初めての審

議となります。この後、会長選出などの案件を予定しておりますの

で、皆様方、どうぞよろしくお願いいたします。 

それでは、開催に当たりまして、健康福祉部長よりご挨拶申し上げ

ます。よろしくお願いします。 

事務局 【部長挨拶】 

事務局 ありがとうございました。 

それでは、本日ご出席の委員のご紹介をさせていただきます。 

【各委員紹介】 

事務局 皆様どうぞよろしくお願いします。 

続きまして、市側の出席者の紹介をさせていただきます。 

【職員紹介】 

事務局 本日の審議会に当たりましては、委員改選後の初めての開催という

ことでございますので、会長及び職務代理者が選出されるまでの間、

議事の進行を事務局で進めてまいりますので、よろしくお願いいたし

ます。 

まず、本日の審議会委員の出席状況の報告と資料の確認をさせてい

ただきます。 

ただいまの出席委員は８人で、委員定数９人の２分の１以上出席を

いただいておりますので、枚方市社会福祉審議会条例第１０条第５項

が準用する当条例の第７条第３項の規定により、本分科会が成立して

おりますことをご報告いたします。 

続きまして、本日の資料につきまして担当より説明させていただき



ます。 

事務局 【資料及びタブレット操作説明】 

事務局 では、案件に入らせていただきます。 

本日の案件ですが、３件あります。初めに、案件１「会長・職務代

理者の選出について」お諮りいたします。 

枚方市社会福祉審議会条例第１０条第２項の規定では「専門分科会

に専門分科会長を置き、それぞれの専門分科会に属する委員及び臨時

委員の互選によってこれを定める」となっております。 

委員の皆様のご承諾が得られれば、事務局にて案をお示ししたいと

思いますが、ご異議ございませんでしょうか。 

 「異議なし」の声 

事務局 では、事務局としましては、適宜、地域福祉の専門的な事項にもご

留意いただきながら、各委員の豊富な知識、ご経験により、活発なご

議論をお願いしたいと考えておりまして、そうした観点から、専門分

科会長に地域福祉をご専門にご活躍されております関西大学教授の所

委員にお願いしたいと思います。 

委員の皆様、いかがでしょうか。 

 「異議なし」の声 

事務局 ありがとうございます。 

異議なしということで、所委員には専門分科会会長をお引き受けい

ただきたいと思います。 

所委員、どうぞよろしくお願いいたします。会長席へお移りくださ

い。 

それでは、一言ご挨拶をお願いしたいと思います。 

会長 【会長挨拶】 

事務局 ありがとうございました。 

続きまして、枚方市社会福祉審議会条例第１０条４項に「会長が会

議の出席に支障を来した場合を想定し、会長があらかじめ職務を代理

する委員を指名できること」になっております。 

皆様のご異議がなければ、会長からご指名をいただきたいと思いま

すが、よろしいでしょうか。 

 「異議なし」の声 

会長 では、この分科会委員の歴任が最も長い枚方市コミュニティ連絡協

議会の末岡委員にお願いしたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

 「異議なし」の声 

会長 お願いいたします。ありがとうございます。 

事務局 職務代理者の席へお移りをお願いいたします。では、一言よろしく

お願いいたします。 



職務代理者 【職務代理者挨拶】 

事務局 ありがとうございます。 

それでは、以降の進行につきましては、会長にお願いしたいと思い

ます。よろしくお願いいたします。 

会長 はい、よろしくお願いいたします。 

では、次第に沿って案件を進めていきたいと思います。 

案件に入る前に本審議会の公開・非公開についての確認をさせてい

ただきたいと思います。「枚方市審議会等の会議の公開等に関する規

程」に基づきまして、この会議、本会議の公開・非公開、そして会議

録の作成方法とその公開・非公開。次に、会議資料の公開・非公開、

以上の３点につきましてお諮りしたいと思います。事務局から説明を

お願いいたします。 

事務局 説明させていただきます。 

枚方市社会福祉審議会条例第８条第１項では、「審議会の会議は公

開とする」とされております。ただし、第１項第１号及び第２号に該

当する場合は非公開とすることができるとされておりますが、本日の

分科会の案件はいずれにも該当しないことから、公開とさせていただ

きます。 

また、会議の傍聴に当たりましては、本日の参考資料１の「枚方市

社会福祉審議会の傍聴に関する取扱要領」のとおりとしたいと考えて

おります。 

次に、会議録の作成方法と公開・非公開についてですが、「枚方市

審議会等の会議の公開等に関する規程」におきまして、委員の皆様の

発言内容につきましては、全文筆記または全文筆記に近い要約筆記と

することが求められております。 

ただし、発言者名につきましては個人名を記載せず、会長、Ａ委

員、Ｂ委員と表記させていただき、また、具体的な地域名などが出る

場合には、必要に応じて特定しない形で表記してはどうかと考えてお

ります。 

続きまして、会議録の公開・非公開につきましては、会議録につい

ては事務局で作成し、全委員の皆様にご確認いただいた上で公開する

取扱いとさせていただいてはどうかと考えております。 

最後に、会議資料の公開・非公開についてですが、こちらも公開す

るという取扱いとしてはいかがでしょうかと考えております。 

よろしくお願いします。 

会長 ありがとうございました。 

今、事務局から委員会の公開等に関する３点についてご説明いただ

きましたが、委員の皆様いかがでしょうか。よろしいでしょうか。 



 「異議なし」の声 

会長 ありがとうございます。では本審議会は公開とさせていただきま

す。会議録については、全文筆記または全文筆記に近い要約筆記で公

開とし、発言者は会長、A 委員、具体的な地域名は必要に応じて特定

しない形での表記をするといった記述で作成をお願いします。会議資

料についても公開とします。 

それでは、本日の傍聴希望者について、事務局から報告をお願いいた

します。 

事務局 本日の傍聴者は２人となっております。 

入場してもよろしいでしょうか。 

会長 入場を許可させていただきます。どうぞお入りください。 

 （傍聴者入場） 

会長 それでは、案件の２つ目です。「枚方市地域福祉計画（第４期）令

和４年度の実績と今後の取組について」、事務局からご説明をお願い

いたします。 

事務局 【案件２・資料１「枚方市地域福祉計画（第４期）令和４年度の主

な実績と今後の取組について（まとめ）」説明】 

会長 ご説明ありがとうございました。ご意見・ご質問ある方は挙手にて

お願いします。 

委員 今、コロナ禍の影響でいろんなものが変わっていき、そしてまた元

どおりになってきているという記載（【資料１】４ページ、11 ペー

ジ）がありますが、今後も今ここに書かれてる事業を同じような感じ

で進めていくのかということに関して、大きな疑問を感じておりま

す。 

例えば６ページ、１６「民生委員・児童委員」、この充足率が低い

ということ、これは校区にとってすごく大きな問題です。私の校区で

は４０代５０代の方にできるだけ声をかけて民生委員になっていただ

けるようにしています。現実に、男性でも女性でもフルタイムで働い

てる方にお引き受けいただいたという実績はあるんです。その人たち

はなぜ引き受けることができたのか。それは、それまでの活動の中

で、ＰＴＡの本部や会長、副会長を引き受けて、しっかりと地域を見

ながら頑張って活動してくれた方々でした。だからこそお声をかける

こともできたし、実際に校区の活動の中で馴染んで民生委員としても

今ご活躍いただいています。 

ところが、ＰＴＡが崩壊しつつあります。形を変えてきて、なく

なった校区もございます。だんだんとＰＴＡの活動そのものもいろん

な形で外注化する、自分たちが直接手を下さない、接しない、そうい

う活動に変わってきています。 



そうすると、校区のコミュニティ協議会の役員ですら、ＰＴＡの役

員の方のお顔が分からない、見えない、という人材を発掘できない状

況が出来上がっています。 

地域が変わっていく中、「充足率が足りない」だけではなく、その

理由というのがどこにあるのか。今後何をしなきゃいけないか。 

そんな中、それをどうやって見つけるの？っていうのが、資料１の

９ページ、１０ページ「地域で活躍する人が増える環境づくり」に書

かれています。そこで「セミナーを行う」、「理解を促進する」と記

載がありますが、それだけではまだまだ足りなくて、新たなる事業を

考え出して、人材発掘じゃなく、畑づくりからしなければならない時

代になっていると思います。でも、この地域で活躍する人が増える環

境づくりというところで、セミナーごときでは難しいです。何かいい

方法がないと、ここはもう真剣に考えないといけないと思います。 

会長 ありがとうございました。 

今の質問・ご意見は、とても重要な地域福祉の根っこのところです

よね。いろいろな新たな課題が出てきたり複雑化している中で、これ

からどうしていったらいいのかということを考えたときに、地域福祉

とは、いろいろな資源もフル動員してみんなで進めていくものです

が、その中でも一番大切なのは人材ですね。宝の部分ですよね。そこ

のところをどうしていくのかという、ものすごく大事なところでお話

をいただいたと思います。 

コロナ禍の状況で地域社会が変わってきてる中で、今後も同じよう

に事業を進めていくのかというようなご質問でしたが、事務局からこ

れに対して何かありますか。 

事務局 先ほどのご意見、非常に分かるものがございます。昨年度の一斉改

選後に、民生委員になって１期目、２期目の方を対象に座談会を開催

いたしました。実際お話を聞くと、「民生委員活動ってこんなことも

しなければいけないのか」「こんな会議や研修もあるんだ」とか、探

し手の方々から聞いた民生委員の役目の内容とはちょっと違ったとい

うご意見がありました。他にも、あとコロナ禍のために横のつながり

がない中、「一体どのような活動をすれば良いのか」という、不安の

ある方もおりました。 

民生委員の任期が７５歳までということで、やはり若手の方々を取

り入れなければならない、そのためには働きながらも活動しやすい環

境づくりに努めなければいけないと考えています。 

それについて、任期が１期３年ですが、「２期目の壁」というのが

あります。１期や２期で辞める方がかなり多い状況ですので、この点

について民生委員、民生委員児童委員協議会の役員さんの方々にご意



見をいただきながら、もっと活動しやすい環境づくりに努めていくの

が大切かと思います。 

また、現在、枚方市におきましては、民生委員の推薦を各校区のコ

ミュニティ協議会の会長宛てにお願いしております。その中で、多く

の校区が、その後自治会会長にも依頼して探していただいているよう

な状況であります。実際、自治会の会長など、「民生委員になってく

れないか」と伝える方は、民生委員の仕事の中身まで分からず探して

るところもあるようです。そこで今回、民生委員とはどういった役目

なのかといった説明を、地域へ出向いて説明するということを試みま

した。そうしましたところ、２件ほどご依頼がありました。民生委員

を理解してもらうことも含めて、何とか充足率を上げるように、努力

していきたいと考えております。 

会長 はい、ありがとうございます。 

既にご報告いただいている部分からもさらに詳しく、どういうふう

に取り組んでらっしゃるかというのが伺えたと思います。 

今の民生委員の方に対する支援や、地域の方々にその民生委員のこ

とを知っていただくという取組の中での説明だったかと思います。

さっき畑づくりから必要なんだという言葉と表現が印象に残りました

けれども、そこからやっていかないといきなり手を挙げて民生委員を

やってくれる人はいないということですね。 

いかがでしょうか。 

委員 今日お話されてることは「そうだな」と思うことだらけです。 

校区福祉委員会では、今までずっと私が一番若いほうで、あとは年

配の方ばかりです。だから、校区でハロウィンをしましょうというこ

とになりました。というのは、子どもさんを引き込んだら、言葉が悪

いですけど、保護者もついてくるだろうという思惑がありました。実

際、お母さんの出席も多かったですけれども、お父さんの出席率が多

いことにびっくりしました。 

しかし、だからといってその人たちが、地域のことに関心を持って

いただけるかというとそうではなく、１回で終わってしまってるよう

な状況です。若いお母さん、お父さんを地域に引き込むためには、

色々な新しいことを試していかないといけないと思っています。 

会長 ありがとうございます。 

委員 私も校区福祉委員をしていますが、やはりボランティアで来ていた

だいてる方も、年配の方が多くなってきております。若い人が入って

きません。私の校区の福祉委員会では、小学校の体育館を使うぐらい

の大きなイベントの実施の動きになると、若いお父さんや家族連れを

引き込むという考えを持っていますので、必ず土曜、日曜に開催日を



設けております。それと、ちょっとした運動会みたいなイベントを実

施して、お父さん方も参加できるというような感じで、とにかく若い

人に参加してもらえるようにしています。高齢の方も参加して、しん

どかったら見学していただく形で参加していただく。例えば、七夕の

イベントでしたら６メートルぐらいの笹を使いますので、それを高齢

の福祉委員が担ぐとなると、お父さんたちがぱっと手伝うんですね。

若手が高齢の方の補佐になる、こういう姿を待っているんです。自然

と自分から走って手伝うという気持ちを持つ人、こういう人たちが、

また何年か後にはボランティアや手助けをしてくれる人たちかなと期

待を持っています。４０代や５０代の方はお仕事をなさっているか

ら、今すぐボランティアをしてくださいというのは難しいですが、そ

ういう若い人に参加してもらえるようにという心掛けが大事。 

また、民生委員は、昔と比較すると、やはり今の時代と違って少し

お時間のある人が多かったのかなと思います。だから、任期も１期３

年、２期６年で辞めるのではなく、年齢要件の７５歳まで続ける民生

委員が多かったです。先ほどのご説明にあった、２期目６年の壁につ

いてですが、やはり１期目は訳が分からずに動いていらっしゃると思

うんです。経験からいいますと２期目の５年目６年目を迎える頃に戸

別訪問をしている方との信頼関係が出来てきます。そこで信頼を得た

ら、相手さんから「ありがとう」っていう言葉が出てくるんですよ。

そして、ようやく今まで言えなかったことを民生委員にお話ししてく

ださる。民生委員は、私を慕って頼りにしてくれてるんだなという気

持ちになって、またもう一つ力をもらって前向きに進んで行ける。た

だ、そこに至るまでにしんどくなって辞めてしまう人が多い。相手さ

んも民生委員が変わると、その新しい民生委員に対して、今までいろ

んなことをお話くださったのに、また一歩二歩引いてしまいます。新

しい民生委員とも信頼関係が出来始めたらまたお話ができるんです

が、そこまでの歩みに時間が掛かる民生委員は、そこでちょっとしん

どくなられるんです。 

だから、１期目・２期目の方には、１０年続けると民生委員として

ぱっと自分自身で動ける形になってくるから、頑張って続けようと励

まします。けれども、今の若い人たちはお仕事をなさってる人が多い

ので、思っているように民生委員活動ができないという場合があっ

て、自分が無責任ではないかと思って、先に身を引いてしまう方もい

らっしゃいます。 

先ほど説明がありましたが、枚方市では、民生委員の推薦は各校区

のコミュニティ協議会の宛てに依頼があり、実際は自治会長が探すこ

とが多いということですが、自治会長が１年交代で変わられるところ



が多いですので、その方が民生委員さんを探すというのは本当に難し

いと思います。ＰＴＡとかそういうお付き合いがだんだん薄くなって

いますので、難しいところですね。 

会長 ありがとうございます。 

色々と苦労をされながら、工夫をして取り組んでいただいていると

いうお話でしたね。 

先ほど施策目標１「地域で活躍する人が増える環境づくり」のとこ

ろでの取組で、セミナーの実施では人材発掘は不十分というようなの

もございました。だけど、このセミナーってもともと資料１の１０

ページに書かれているように、地域の活動に参加するきっかけづくり

としてということなので、今の話題をテーマとして取り上げると良い

と思います。 

委員 私の校区では４０代、５０代の方に民生委員や校区福祉委員になっ

てもらっています。その人たちはもともとＰＴＡ役員として活躍され

ていたので、目について、すぐに地域から声が掛かったんですね。 

ただ、だんだんＰＴＡが離れていき、できるだけ関係を持たないよ

うにしていこうという傾向が出ているので、地域活動では親子参加を

募って、お父さん、お母さんをできるだけ活動に引き込むようにして

います。スタッフにはＰＴＡの方や、元ＰＴＡの方にスタッフをやっ

てもらってます。 

そして、あと何十年後かを見据えてという話になるかもしれません

が、中学生にもスタッフをやってもらっています。その子たちが地域

の中で育っていって、地域活動に関わってくれる子が育つのではない

かという希望的観測を持っています。 

また、コミュニティソーシャルワーカーの方にもご協力いただいて

高齢者体験というようなプログラムを実施しました。これは各地域の

特色や多様性を生かしたプログラムをしようということになり、子ど

もたちがたくさん来るところで高齢者体験や、ＡＥＤを使った胸骨圧

迫などを行いました。自分たちが生きる力を身につけるっていうのが

一つテーマにありますので、そういったプログラムを入れるようにし

ています。そんな中から人のつながりの大切さを感じ取る子が育っ

て、また親御さんにもそれが伝わるかもしれないなという期待を持っ

てやっております。 

ということで、若い人がフルタイムで働いてるからといって、地域

活動が出来ないことはありません。実際に頑張ってくださって方がい

らっしゃいますというご紹介です。 

会長 ありがとうございます。 

次の議題は、今の計画の計画期間が来年度で終了する次の計画策定



のことです。今、委員の皆さんから出していただいた話は、次の計画

につながってくる話かな、と思って伺っていました。 

委員 私は４０代、５０代でフルタイムで働いている身です。また、職業

柄他の４０代、５０代と比べると民生委員のイメージはついているか

なと思います。それでも、フルタイム勤務の状況で民生委員をどうい

うふうにやっていけばいいのか、実際に活動はどこまでするものなの

かがあまり見えていません。民生委員を実際にやってみてだんだんと

分かってくるということがあると思うので、それで資料１の１０ペー

ジに書かれている座談会をされたっていうことだったと思います。次

の世代の人たちに向けて、「そんなに気構えなくてもいいよ」とか

「仕事をしながらでも出来る活動ですよ」とか、そういった良いイ

メージができる機会があれば、民生委員になりませんかと声をかけら

れたときに、難しく考えないで「私にも出来るかも」と思われる方が

いらっしゃるんじゃないかなと思いました。 

しかし、４０代、５０代になってくると、親の介護や自分自身の子

どものことだったり、自分自身の生活の余裕がないと他の人の支援を

することはなかなか難しいということも正直あります。「１人で全部

抱え込まなくてもいいよ」という活動の仕方のマニュアルがあると良

いと思います。 

市民後見人の養成講座にお呼びいただく機会があるのですが、第２

の人生に地域の中で役割を持ちたい退職後の男性の方がたくさん来ら

れていました。そういう方もひょっとしたら民生委員をやってくれる

んじゃないかなと思いました。これまで地域とつながりが薄かった

り、退職してからそこの地域にずっといらっしゃる方たちが、上手く

地域と繋がれたり、活動に巻き込んだり出来ると良いと感じました。 

あとは、人口が減ったり高齢化が進んでいるので、高齢者の見守り

の民間事業者とも上手く繋がりを作りながら、民生委員だけではなく

プラスアルファで一緒に活動に取り組んでもいいのかなと思いまし

た。 

会長 ありがとうございます。 

関連してのご意見を頂戴いただいておりますが、他にご質問とかあ

りますか。 

委員 資料１の事業番号１「コミュニティソーシャルワーカー配置事業」

についてですが、所管課評価が「達成」となっています。これは実相

談人数が上がったことと、延べ相談回数が重層的支援体制が出来て他

機関との連携がスムーズになったことから減ったことから達成とあり

ますが、危惧することが一点あります。人口４０万人都市の枚方市

で、８人のコミュニティソーシャルワーカーが配置されております。



民生委員や校区福祉委員会から様々な相談を全て受け、連携しなが

ら、当然アウトリーチも行いながら動いております。この達成という

結果は、今の８人の配置で十分と行政に評価されるのではないかとい

うことが、危惧するところです。 

現実的には、今の人数では満足出来るような状況ではないと思うの

で、「おおむね達成」で良いのではないかと思います。 

今後の取組方針や来年度のコミュニティソーシャルワーカーの配置

についてどのように考えているのか、考えを聞かせていただきたいと

思います。 

会長 ありがとうございます。 

この点を事務局からお願いできますか。 

事務局 評価が「概ね達成」が妥当ではないかというご意見ですが、「達

成」とは書いておりますが、もちろんこれでゴールとは思っておりま

せん。コミュニティソーシャルワーカーの配置人数は、中学校区に１

人が目標として掲げられており、当然、財政に増員の要求を引き続き

行っていきたいと考えております。 

そのためにもコミュニティソーシャルワーカー配置事業の効果につ

いては、積極的に情報発信を行って、今後も増員や充実に努めていき

たいと思っています。 

会長 目標に対して、ひとつの数値だけで評価をするのはなかなか難し

い。実際にその働きによってどのようなことが出来たか、関わった人

からどのような評価を受けているかということが、実はとても重要な

評価の内容です。 

委員 様々な相談支援をされている中で、市に鬱病の相談に行って、色々

な手続きを始めようというところまで進んでもなかなか一歩が出ない

まま、それからはや数年が経つケースがあります。民生委員が一生懸

命関わって、その方を生活保護の相談窓口まで連れて行くのにも数年

掛かり、連れて行ってからも一歩が踏み出せないという状況がありま

す。案外そういう方々がとても多いんじゃないかと思っています。そ

ういうものは、数字にもなかなか現れないものですよね。そこをどう

いうふうに評価していくのかが大切です。 

また、生活保護に繋がっているという時点で、数字に上がっている

からこれ以上の支援が切られてしまうものがある気がしています。生

活保護を受けていることと、その家庭の子どもがちゃんとご飯を食べ

られてるかというのは別の話です。親が鬱病で何もできないなどと

いった場合、子どもはご飯を食べられていないんですね。児童相談所

をはじめとした様々な機関が関わっているけれども、現実には改善で

きてない。でも、実績件数としては上がっている、そういう状況の子



どもがいると思います。数字に見えてないものっていうのが案外恐ろ

しいものがあるんじゃないかと心配しております。 

会長 はい、ありがとうございます。 

委員 指標目標３「権利擁護のさらなる推進」の部分のところですが、取

組の強化が必要と思っているところがあれば教えていただきたい。 

また、現在の市民後見人バンクの登録人数と、実際に活動されてい

る人数も教えて下さい。というのは、養成研修を受けても活動出来る

場がないという状況を聞いているからです。 

成年後見制度の在り方について、現在は成年後見制度を利用する

と、亡くなるまで後見人が財産管理をしてくださいますが、場合に

よっては必要な期間だけ後見人がつくというような可能性などが議論

されています。また、「意思決定支援」という言葉がありますが、誰

かが代わりに決めてくれる人をつけるのではなく、その人自身が決め

られるようにサポートをする形に変えていこうという動きもありま

す。そういった中で、日常生活自立支援事業や関連事業などで新しい

やり方が必要になりますので、いつからそれが本格的に実施されるの

か注視しつつ、そうした変化もあることも念頭に置きながら、次期計

画の策定に向けて情報収集をされたり、検討いただけたらと思いま

す。 

委員 市民後見人の活動者数について、手元に資料がありませんので、確認

して後ほど連絡します。 

【後日連絡あり：市民後見人バンク登録者は２１人であり、うち実際

に活動しているのは４人】 

会長 他市でも市民後見人の養成研修を受講してもなかなか受任につなが

らないという状況を聞きますので、実はどこでもある状況なんです

ね。少し変わってきてるんでしょうか。 

委員 市民後見人の受任に繋げるには、成年後見制度が必要と思われる方

に関わっている専門職の方が制度の必要性の声を挙げることと、行政

が速やかに申立ての手続きを進めていく、そのプロセスをうまく回す

必要があります。そうすると本当に必要な人に権利擁護の支援が出来

るという仕組みになるかと思います。 

養成研修を受講したものの、年が過ぎていくとご自身の体調や家族

の状況が変わり、活動のお声を掛けた時には余裕がない方も多くい

らっしゃるようです。ですので、他市では、市民後見人の活動を推進

するだけではなく、法人後見などの、それ以外の様々なメニューを増

やしていく努力もしておられます。枚方市でも社会福祉法人などが加

わってサポートなどをやっていただくという視点も、次の計画で入れ

ていただきたいと思いました。 



会長 ありがとうございます。 

せっかく作ってきた仕組みなので、上手く機能するように、次につ

なげていく必要があると感じておりました。 

そのほかいかがでしょうか。 

委員 障害福祉サービスを利用する方が 65 歳になった段階で、介護保険の

ほうに移行しますよね。その時に、介護保険制度のケアマネジャーさ

んがつきますが、その方が障害者のことを分かってくれたら良いので

すが、その専門性がないのか上手くいかない状況があるんです。そう

いう事案は出ていませんでしょうか。 

会長 はい、事務局からお願いします。 

事務局 サービスがうまく連動しないということがありましたら、初めの入

り口がもし分からなければ、健康福祉総合相談課のほうで何でも相談

というのをやっております。 

また、支援が行き届かない方がいらっしゃらないように、制度のは

ざまを埋めていかなければいけないと思っております。 

委員 障害を持った方は最終的に、お年を取っていかれて親族が亡くなっ

た場合に、市としてはグループホームで見ていくようにという方針な

のでしょうか。 

事務局 例えば家で暮らしたいということを思っておられるのであれば、ヘ

ルパーを入れたり、どこか通う場で様々な人と関わるなどの選択肢が

あります。一方で周りの方の支援を近くで受けることが難しい方は、

グループホームを選ぶ権利もあります。 

その方がどこで生活をしたいか、生活がしにくい部分をどう補えば

自分らしく生活できるかというところの中での選択肢になります。地

域で自由に暮らせるよう、施設や制度の整備することが私どもの役目

と思っております。 

会長 ありがとうございます。 

今のお話などを改めて伺って思ったのは、包括的な相談支援体制と

言っても、どこへ行ったらいいのか、どこで聞いたらいいのかってい

うことが分からない。この状況は変えていく必要があるんじゃない

か、きっと変えられると思ってます。 

委員 具体的な事例ですが、視覚障害者が選挙に行きました。そうすると

当然点字での対応ですが、まず用意するのに待たされる。点字の道具

がそこの場になくて、１５分待ってくださいと言われました。権利と

か当たり前のことが、これだけ計画づくりでしっかりやってても現場

が対応できてないことがありました。今回の選挙では、ようやくすん

なりと用意できましたという報告が入りましたが、使い方が分かって

らっしゃらなかったので、紙の方向が違ってたみたいでした。障害に



対しての感覚があともう一歩なんです。選挙って大事な権利ですよ

ね。そこの場でそれだというのはもうびっくりしました。計画の評価

をするときの具体として、参考にしてください。 

委員 選挙管理委員会から投票の際にどんな支援が必要か教えてください

というお知らせが届きましたが、その用紙は、パソコンから印刷しな

いといけないのですよね。そんなことできる高齢者はいないと思いま

す。当日は現場に何枚かは置きますという話ですが、それは期日前投

票所にも置いてほしいと思いました。 

会長 ありがとうございます。 

地域の中でそういうことを気づいた人が働きかけて、それを行政の

中で上手に連携していただいて変えていける。これは問題解決だけ

じゃなくて、私たちが変えていきたいことを声に出すのは大事です

ね。 

では、次の３つ目の案件「枚方市地域福祉計画（第５期）の策定に

向けて」に進めさせていただきたいと思います。 

では、事務局からご説明をお願いいたします。 

事務局 【案件３・資料２「枚方市地域福祉計画（第５期）の策定に向けて

のスケジュール（案）」説明】 

会長 はい、ありがとうございます。 

今のご説明につきまして、何かご質問等ありますか。 

委員 市民アンケートにぜひ入れていただきたい視点がございます。先ほ

ど犯罪からの立ち直りのお話がありましたが、最近そういう若者と知

り合いまして、これは何とか支援していかないといけないなと。みん

なで支えていこうという気持ちになってるんですよ。実際そういう人

がいたら、普通は皆さん離れると思うんですね、なかなか近づかない

と思います。現実にそういう人に遭遇したら、本当に応援できるかど

うか。応援していかないと次の犯罪者を生み出すことになりますか

ら。応援すべきなんだけど、普通の人たちが普通に接していくことで

出来ることだと思うんですよ。だからそういう視点でアンケート項目

に何かしら入れてほしいというのが一点です。 

もう一点が中央教育審議会で教員の働き方が変わるとのことです。

そうすると児童生徒と教室の中でしか接しないような教師が増えてい

く。実際に貧困とか虐待は、学校や保育園やそういう場所で見つかる

可能性が高いのにも関わらずです。先生というのは、本来だったらク

ラブ活動の中で子どもたちと接して成長過程を見ながら、教室の中と

の違いの中で先生も子どもも人間性が高まると思うんです。子どもた

ちともそういう環境の中で関係が今まで出来ていたと思うんですけ

ど、そういうのが今後なくなっていくのかもしれないと思っていま



す。教員が地域から離れていき、子どもたちから離れていく。学校の

先生の働き方改革は大切ですけど、コミュニケーションを拒否される

んですよ。それで大丈夫なんだろうかと危惧しております。 

この点に関しても、どういうふうにアンケート項目に入れたらいい

のかさっぱり分からないんですが、何かうまい方法を考えてくださ

い。 

先生方の目ってすごく大事なんですよね。そこをどうやって教育の

働き方改革の中でもそこが取り残されないようにしていただきたいと

思っています。 

会長 はい、ありがとうございます。 

教育って意外と壁がある中で、皆さんもいろいろ工夫されていると

ころかと思います。ＰＴＡの親御さんの状況も変わってきてますし、

学校そのものもまた変わってきているという中なので、そういう状況

も把握しながらいろんな人の視点で一緒に考えてやれることをやれた

らいいなと思います。 

今年度あと１回分科会が開催されます。次回の開催は１１月中旬ぐ

らいで、この第５期計画の策定の諮問と市民アンケート案についてが

主な議題でございます。市民アンケートの検討が、限られた時間での

議論になりますけれども、事前に資料をいただいて委員の方からもご

意見をいただければ思います。 

では、事務局のほうに、その他連絡事項等がありましたらお願いし

たいと思います。 

事務局 本日は皆様、本当に熱心なご審議、そして活発なご意見、ご質問あ

りがとうございました。 

事務局からの連絡事項といたしましては、先ほど案件３で枚方市地

域福祉計画のスケジュール案をお示しさせていただいたところ、「再

犯防止計画」を包含する予定と説明をさせていただきました。 

この「再犯防止計画」につきまして、国は国民が犯罪による被害を

受けることを防止し、安全で安心して暮らせる社会の実現を図るた

め、平成３０年４月に「再犯防止計画」を策定され、地方公共団体に

つきましても策定の努力義務とされました。これを受けまして、本市

といたしましても「誰一人取り残さない」社会の実現に向けたまちづ

くりを推進すべく、犯罪者の円滑な社会復帰に向けた支援は重要であ

ると考えて、「再犯防止計画」の内容を盛り込んだ「地域福祉計画」

にしたいと思っております。 

また、計画の策定に当たっては、再犯防止対策も必要不可欠である

ことから、事務局といたしましては再犯者と直接関わりのある方の意

見も必要かなと考えております。なので、再犯防止に取り組んでおら



れる枚方・交野地区保護司会からご推薦をいただいた保護司の方を、

この委員会、この分科会に新たな委員として選任をしたいと思ってお

ります。これにつきましては、枚方市社会福祉審議会条例第１０条第

１項に基づきまして、委員長からご指名をいただきまして、次回、第

２回地域福祉専門分科会から臨時委員として審議にご参加いただく予

定としておりますので、よろしくお願いいたします。 

第２回の分科会につきましては、先ほどのスケジュールのとおり、

１１月中旬頃等を予定しておりますので、また後日、委員の皆様には

改めてご連絡をさせていただきますので、よろしくお願いいたしま

す。 

事務局からは以上でございます。 

会長 はい、ありがとうございました。 

今のお話がありましたように。次回その臨時委員ということで保護

司会の方をお迎えするということになりますので、よろしくお願いい

たします。 

それでは、本日予定しておりました案件は、これで全て終了いたし

ましたので、これをもちまして第１回社会福祉審議会地域福祉専門分

科会を終了させていただきます。どうも皆様お疲れさまでした。あり

がとうございました。今後もよろしくお願いいたします。 

 


